
カーボンニュートラルなオンサイト型「水素／炭素」製造装置
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製造業・窯業・鉄鋼業などを中心とした熱需要に対し、ガス炉 を水素炉 へ転換

オンサイト・オンデマンド・オングリッド*で水素製造装置を展開 （* オングリッド＝既存の都市ガス基盤を利用）

カーボンニュートラルの実現に向け、水素エネルギーを利用した「モノづくり社会」を目指し、

ターコイズ水素を製造する装置を開発する。

■ Local Mini Hydrogen Plant

客先（オンサイト）で水素を製造 プレファブ・パッケージ化し、簡便に水素製造装置を設置可能

長期的にはリアクターのスケール

アップを目指し、セミターンキー

型のミニプラント建設も検討する。

エネルギー事業者やプラント会

社とのパートナーシップによる水

素供給の共同事業を目指す。

H2O

水素製造方法の違い

北米、北欧、オーストラリアを中心に海外のターコイズ水素製造スタートアップが出現。

⇩
大型のプラント型製造で多くの資金獲得や大手事業者とのパートナーシップを目指している。

大型化による経済効果が期待できる一方、インフラ整備や輸送コストの増大が懸念。

⇩
客先（オンサイト）に設置する小型水素製造装置を開発し水素エネルギー社会の実現を目指す。
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Business Domain

On-site, on-demand for SMEs

Reginal mini
H2 plants

Micro plants for
 SMEs ~ large companies 
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◼ 各事業所（オンサイト）で水素 の供給と炭素 を回収

◼ 導入初期段階はメタン・水素混合ガスの製造・供給 将来的には高純度の水素製造・供給を目指す

H2O

既存の都市ガスインフラを活用

現在はガス炉を使用
CO2排出に課題

水素炉に転換
現地で水素製造を行う

CH4

小型水素製造装置

炭素の販売で水素
価格をオフセット

水素炉
ガス炉

H2O

カーボン
ブラック

水素炉への転換

CO2
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■ On-site Micro Hydrogen Generator

➊ Deploy ➋ Plug ❸ Power+
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⓿ Prefabrication in Container Sized Packages

ビジネスモデル例
• ターンキー方式
• ＰＰＡ方式
• リース事業など
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（プロパンガスによる水素製造も可能）



On-Site Turquoise Hydrogen Generator
オンサイト型ターコイズ水素製造装置

【 仕 様 】

原料ガス ：都市ガス、プロパンガスなど

水素製造量：20 Nm3/h（水素/原料ガス混合）

水素濃度 ：80%（ガス分離装置未使用時）

 ：95%（ガス分離装置使用時）

ターコイズ水素
を生成

（未反応原料ガスを含む）

都市ガス
プロパンガス
などを原料

迅 速 か つ低 コ ス ト で 生 産 現 場 を C N 化 ！
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